
教科（倍率）

普　　通 20 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ９：１ ６：４

情報技術 50 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ９：１ ６：４
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【 表 の 見 方 】 一般入学者選抜における選抜

評定：学力

学力検査の
傾斜配点

一　　般　　入　　学　　者　　選　　抜
学力検査等の実施 複数尺度による選抜で重視する項目面接以外に実施する項目

作
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別記様式５
令和６年度（2024年度）公立高等学校入学者選抜における

学区 学校名 学科名

学区 推薦枠

上
川

北 名 寄

20%

50%

入学者の受入れに関する方針

　次のいずれかに該当する生徒
１　学校生活の多様な取組に意欲と関心を持ち、主体的に学び続ける生徒
２　多様性を尊重し、目標の設定や選択を行い自己実現を図ろうとする生徒
３　学校で培った資質や能力を生かし、郷土に貢献しようとする生徒

【　一　覧　表　】

上
川

北

令和６年度（2024年度）公立高等学校推薦入学者選抜実施校における

入 学 者 の 受 入 れ に 関 す る 方 針 等

英語の聞き取りテスト、英語
による問答、実技、作文のう
ち、学校裁量で行う項目に
ついて○を記入しています。

推薦入学者選抜
では、全ての学科
で面接が実施され
ます。実施形態を
○で記入していま
す。

学力検査の
成績を重視

個人調査書
等を重視

個人調査書の「各教科の評定」の記録と
学力検査の成績を同等に見る

１５％ １５％ ７０％
定

員

学力検査の成績と個人調
査書の「各教科の評定」の

実施する内容に○を
記入しています。「過
年度卒」の○は、過
年度卒業者のみを対
象とした面接の実施

個人調査書の「各教科の評
定」の記録と学力検査の成績

選抜に当
たって、面
接や実技な
どを重視す
る場合に、
重視する内
容を記入し

個人調査書の中の項目のうち、選
抜に当たって参考とする項目を○で

学校名・学科名の表記
は、６月に発表の公立高
等学校配置計画案に基
づいています。

普通科以外の
学科について
は、道内全域で
す。

数字が書かれている学科で推薦入学者選抜を行いま

す。数字は募集人員のうち、推薦による入学者の範囲

の程度を％で示しています。「＊」を付している数字は、

募集人員から連携型入学者選抜による合格内定者数

を減じた数のうち、推薦による入学者の範囲の程度

を％で示しています。

個人調査書の中の項目のうち、選抜に当たって評価の対象

とする項目に○（「その他」については具体的な内容）を記

入してあります。「総合所見等」の評価の観点は、活動歴や

大会、資格・検定試験等の結果のみではなく、活動からうか

がうことのできる生徒の長所、個性や意欲、能力などとし、

それぞれの観点をバランスよく評価することとします。

傾斜をかける教科名とその倍率を表しています。

（例） 数・理・英(1.5)
数学、理科、英語の３教科について、その得点を
それぞれ1.5倍にして各150点満点となります。


